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10.		犬糸状虫

　哺乳類の血管・リンパ管・体組織内に寄生する

糸状虫科とオンコセルカ科の 500 種ほどの線虫群

で、フィラリア類と総称され、中にはヒトの象皮

病や陰嚢水腫などの原因虫も含まれる。しかし、

このようなヒトに害をなす線虫が姿を消した日本

において、愛犬家など一般人が「フィラリア」と

呼称する場合、犬糸状虫 Dirofilaria immitis（図

3-2-26）ただ１種をさしている。犬を含めたイヌ

科動物を好適宿主とし、その右心室や肺動脈に寄

生する。ヒトの偶発来的な寄生も散見されるが、

その場合、未成熟虫体のまま肺など組織内に留ま

り肺癌と誤診されることもある人獣共通寄生虫で

ある。

形　態　成虫の形・色は、そう麺によく似ており、

体長は雄 15 ～ 20cm、雌 25 ～ 30cm、雄尾端は腹

側に湾曲している。卵胎生であるため、雌子宮に

は幼虫（以下、ミクロフィラリア）が充満し、そ

の体長は約 300μm である。

生活環（図3-2-27）　雌成虫から産出されたミク

ロフィラリアは末梢静脈血中に現れ、トウゴウヤ

ブカなどに吸血されるのを待つ。その際に定期出

現性という現象が起こるが、蚊の活動に合わせ、

末梢血に出現するミクロフィラリア数は夜間に最

大値となる。蚊に取り込まれたミクロフィラリア

その体内で感染幼虫にまで発育する。その状態の

昆虫を猫が直接捕食するか、あるいは、昆虫を捕

食した待機宿主（カエル、トカゲ）をさらに捕食

して感染する。

　類円豚胃虫もこれに似るが、中間宿主の昆虫は

マグソコガネなど糞食性甲虫類となる。

　一方で、有棘顎口虫は次のふたつの中間宿主が

必要となる（図3-2-25）。第１中間宿主ケンミジ

ンコ・第２中間宿主ライギョあるいはドジョウ。

第２中間宿主を経口的に摂取された後、感染幼虫

は胃壁を突き抜け、肝臓を経由して腹膜や筋肉に

侵入し、再度、胃壁に戻り、結節を形成して胃内

で成虫となる。

症　状　ウマの胃虫では成虫による幽門部潰瘍

（ハエ馬胃虫）あるいは肉芽性丘状結節（大口馬胃

虫）の形成、幼虫では顆粒性皮膚炎（夏創）の発

症が知られる。他３種の胃虫成虫でも胃炎や潰瘍

あるいは結節などが形成され、これに起因する消

化器症状がでる。さらに、幼虫による病害として

は、有棘顎口虫の非好適宿主であるヒトで特徴的

な幼虫移行症（浅部の浮腫性皮膚爬行症、深部の

遊走性限局性皮膚腫脹・長江浮腫）が知られる。

診　断　成虫寄生の有無は糞便の浮遊法による虫

卵検査。２種類の馬胃虫では幼虫が孵化している

可能性もあるので、ベールマン法も併用するか、

ウジを検査対象の馬糞で飼育し感染幼虫をみつけ

出す方法もある。有棘顎口虫によるヒトの幼虫移

行症では問診による第２中間宿主の摂食歴、血液

検査による好酸球増多、特異抗体の陽性反応など

の確認を行う。

治療・予防　成虫駆除として２種類の馬胃虫でア

ベルメクチン系薬剤非経口投与、他胃虫でベンズ

イミダゾール系が推奨。ヒトの幼虫移行症では幼

虫の外科的摘出。予防は、２種類の馬胃虫ではハエ

類の防除、そのほか胃虫では中間宿主となる動物を

摂取させない（ヒトではしない）ことである。
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図3-2-25　有棘顎口虫の生活環




